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II. 成果の概要（公開） 

医薬品等の情報はメディア、インターネット上に溢れ、不正確な情報による健康への影

響も懸念される中、患者・消費者はどこから信頼のおける情報を入手すべきかわからない

状況である。そこで、本研究では、患者等のニーズを調査し、医薬品の適正使用に向け信

頼性を担保した情報提供のあり方を検討することを目的とする。本年度は、以下の研究を

行った。 

１）患者・消費者にとって有益な医薬品等情報に関する調査 

  医薬品情報等のニーズや実態調査のパイロットとして、鹿児島市の薬局で糖尿病患

者（28名）を対象に実施した。その 7割がインターネットを毎日利用していたが、半数

以上が情報検索する際にどのサイトの情報が正しいかわからないと回答した。この結果

を受け、本調査を行う予定である。 

２）国内外における医薬品等情報の提供実態に関する調査並びに情報システムのコン

テンツの検討・運用サイトの改善を踏まえた提言 

文献調査では、情報の理解度として安全性に関する事項は総じて低い結果であった。

情報源としてインターネットは高いものの、検索で上位に出てきた情報を利用する傾向

にあった。また、メディアの情報提供の現状調査のため、薬物治療の新聞記事 59 本を

抽出しメディアドクター指標を用い検証した結果、有効性と安全性、科学的根拠など情

報としての質が十分とはいえなかった。日本医学会の分科会加盟の 129 学会を対象に現



状調査を実施した結果、「情報が玉石混交である」は回答者の共通認識であることがわか

り「国民は医薬品情報についてウェブから適切に入手できていない」と 8 割以上が回答し

た。製薬企業の患者向け情報提供の実態調査も行ったが、課題も多くみられた。 

情報提供サイトの評価基準を設けることの必要性から、国内外の評価指標を精査し、

7 項目[平易な言葉、リスク、リスクとベネフィット、情報源、いつの情報、利用可能性、

科学的根拠]を指標とし、さらに除外基準も設け 19 項目を設定した。 

モデルサイトの構築に向け、医薬品等の公的な信頼度が高いと思われるサイトを収集

し、その評価基準を用いて検討したところ、ほとんど基準をクリアできるものはないこ

とが判明した。 

また、海外の患者向けの公的な情報サイトの調査では、英国 NHS、米国 MedlinePlus, 

豪 NPS MedicineWise を対象にしたが、情報基盤の構築が進んでおり、比較分析しサ

イトのパイロット運用につなげる予定である。 

３）情報提供サイトのパイロット運用 

次年度に具体的な検討を行うためのプラットフォームとして、暫定版サイトを立ち上

げた。ポータルサイトとして、独自コンテンツの作成や評価基準に従ったリンク先サイ

トの選定などを予備的に検討した。 

以上の研究結果を踏まえ、今後、医薬品等の情報提供のあり方について、患者の実態

調査、学会および企業からの情報提供の実態や課題について解析しまとめる。評価基準

についても、国内の実態に見合う基準を策定し、ポータルサイトのパイロット運用を開

始し具体的な方策について検討を行うこととする。 
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